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気候変動と情報開示の動き

気候変動にかかる企業と金融（資金の流れ）との対話
のための共通言語

Ｇ２０

金融安定理事会

金融界の危機感
気候変動は、リーマンショック級

の不安定化リスク

大規模な自
然災害の頻

発

急激な
脱炭素の流

れ

ＴＣＦＤ
(気候関連財務情報開示タスクフォース)

TCFD
最終提言

出典：環境省脱炭素ポータル

←金融界での気候変動対応策検討を要請

←金融界による気候変動の影響評価に向けた枠組み
検討のためのタスクフォース設立

企業 金融機関
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不確実だが影響の大きい気候変動リスクの開示と対話が重要



自然資本と情報開示の動き

Ｇ２０

金融安定理事会

国連やNGOの危機感
金融の流れを自然にネガティブ
な影響をもたらすものから、ポジ
ティブな影響にもたらすものへ！

大規模な自
然災害の頻

発

急激な
脱炭素の流

れ

ＴＣＦＤ

TCFD・TNFD
最終提言

企業 金融機関

出典：環境省脱炭素ポータルから加筆

ＴＮＦＤ

国連開発計画(UNDP)
や

国際ＮＧＯなど

自然資源の
枯渇など

開発に対する
規制や反対運動

←民間主導によるタスクフォースと枠組
みの開発
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気候変動リスクだけでなく、自然関連のリスクも



ＴＮＦＤ第1版の提言・ガイダンスの構成

提言本体のほか、リスク・機会特定のための「LEAP」アプローチに関するガイダンス、
セクターガイダンスや指標、目標設定やシナリオ分析のガイダンスが提示されている。
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⚫TNFD提言本体

⚫TNFDに対応するにあたっての

スタートガイダンス

（考え方を提示したもの）

⚫LEAPに関するガイダンス

（依存、インパクト、リスク、機会を特定する

ための任意のアプローチ）

⚫セクターガイダンス

⚫バイオームガイダンス

⚫シナリオ分析のガイダンス

⚫目標設定のガイダンス

⚫エンゲージメントに関するガイダンス
出典：TNFD v1.0
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ＴＮＦＤ採用状況
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出典：TNFD Global



自然の定義

自 然 ：人を含む生物の多様性とその相互作用を重視した自然界のこと

自然資本 ：植物、動物、空気、水、土壌、鉱物などの再生可能な天然資源と再生不可能な天然
資源のストックであり、それらが組み合わさって人々に利益をもたらすもの

生態系サービス：生態系が経済活動やその他の人間活動にもたらす貢献
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◼ 自然、ビジネス、社会の関係性

自然
自然資本

環境資産
例：大気システム、淡水
生態系、土地、水資源

生態系の状態
生態系の範囲
生態系の特性

生態系
サービス

便益

社会

経済

◼ 自然の4つの領域（Realm）

出典：TNFD v1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳
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生態系サービスの種類

供給、調整・維持、文化的の３つに大別される。
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水供給
遺伝的

物質

バイオマス

供給

その他の

供給サービス

土質調整 暴風雨緩和

水質浄化 大気浄化 騒音減衰

その他の調整
・維持サービス

レクリエーション
関連サービス

視覚的アメニ
ティサービス

教育、科学、
研究サービス

その他
文化的サービス

精神的、芸術的、
象徴的サービス花粉媒介 生物学的制御

土壌・堆積物

保持

洪水緩和 水流調整
降雨パターン

調整

地域の気候

調整
グローバルな
気候調整

生息地の個体数と
生息環境の維持

固体廃棄物
浄化

供給サービス

調整・維持サービス

文化的サービス

出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳
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依存とインパクト

自社の事業（バリューチェーン含む）と自然、生態系サービスとの依存とインパクトを把握する
ことで自社の自然関連リスク・機会が見えてくる。
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ビジネスモデルとバリューチェーン

インパクト
ドライバー

外部の
変化要因

自然の状態

環境資産

状態の変化

生態系
サービス

フローの変化

自然関連
リスク・機会

他の組織、
社会、自然

依存径路 依存径路 依存径路

インパクト径路

出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳

●自然関連の機会：組織や自然にプラスの影響を与えたり、マイナスの影響を軽減したりすることで、プラスのアウト

カムを生み出す活動

●自然関連のリスク：組織及びより広範な社会の自然への依存やインパクトから生じる、組織にもたらされる潜在

的な脅威
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自然へのインパクトの分類

気候変動、陸域/淡水域/海域利用、資源利用、汚染、外来種の５つで構成される。
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気候変動 陸域の利用変化

淡水域の利用変化

海洋の利用変化

汚染／汚染除去

・土壌

・水質

・大気

・生態系のかく乱

（光害、騒音など）

資源利用

・水資源

・その他の資源

侵略的外来種の

導入・除去

◼ 5つのインパクトドライバー（ネガティブ・ポジティブ双方のインパクトがある）

出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳
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ビジネスモデルとバリューチェーン

インパクト
ドライバー

外部の
変化要因

自然の状態

環境資産

状態の変化

生態系
サービス

フローの変化

自然関連
リスク・機会

他の組織、
社会、自然

依存径路 依存径路 依存径路

インパクト径路

出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳

依存とインパクトがどうリスク・機会に影響するか

・水資源の大量利用
・排水による汚染
・陸地の開発

・関連施設の進出など
さらなる開発の加速

・土壌面の減少
・生物多様性の劣化

・水源涵養の低下

使用する水の枯渇

・市民が利用する地下水の減少
・農林水産事業者からの苦情

・市の地下水規制
・市民のボイコット

水枯渇によるコスト増

・水源涵養の低下
・農林水産業の生産力低下
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自然関連リスクの分類
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物理的
リスク

急性リスク
自然の状態を変化させる、短期的で特定の事象（イベント）の発生。例えば石油流出、森林火災、

収穫に影響を及ぼす害虫の発生など。

慢性リスク 漸次的な自然の状態の変化。例えば農薬の使用による汚染や、気候変動など。

移行
リスク

政策
自然に対するポジティブインパクトを創出する、またはネガティブインパクトを緩和するための、新たな政策

（または既存の政策の施行）による、政策環境の変化。

市場

物理的、規制的、技術的、評判的な条件やステークホルダーの力関係の変化から生じる、消費者の

嗜好の変化など、市場全体のダイナミクスの変化。

例えば、生産工程に必要な淡水が不足してアセットの価値が低下したり、より少ない水で操業できる

新技術の出現によって生産工程の価値が低下することで、ある企業の市場価値は減少する。

技術
自然へのインパクトを低減する、または自然への依存を低減する製品またはサービスへの置換。

プラスチック容器を生分解性容器に置き換えるなど。

評判

企業の実際の、または認識される自然へのインパクトに対する地域、経済、社会での評判の変化。

これらは企業の直接インパクト、業界のインパクト、そして／またはバリューチェーン上流／下流の活動の

インパクトによって生じうる。

賠償責任
法的請求により直接または間接的に生じる賠償責任リスク。企業の自然関連取り組みのための対策に

関する法律や規制、判例法が発展するのに従い、偶発債務の事案や確率が増加する可能性がある。

システミック
リスク

生態系の
安定リスク

重要な自然システムが不安定化し、生態系サービスを以前と同じように提供できなくなるリスク。

例えば、ティッピングポイント（転換点）に達し、レジームシフト及び／又は生態系の崩壊が発生し、

物理的リスク及び／又は移行リスクが発生する。

金融安定性
リスク

物理的及び／又は移行リスクが現実化し、複合化することにより、金融システム全体が不安定化する

リスク。 出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳
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自然関連機会の分類
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ビジネス
パフォーマンス

市場

消費者の需要、消費者や投資家の心理、ステークホルダーの力関係などの状況の変化に

より、他の機会カテゴリーから生じる、新しい市場や場所へのアクセスなど、市場全体における

ダイナミクスの変化。

資源効率

自然へのインパクトや依存を回避または低減するために、組織が自らの事業やバリュー

チェーンの中で取ることができる行動（例えば、天然資源の利用の削減など）であり、同時

に事業効率の向上やコスト削減などのコベネフィットを達成するもの（例：植物の健康を

最大限に高め、水の使用を抑え、コストを削減するマイクロ・イリゲーション）。

商品・サービス
技術革新を含め、自然を保護、管理、回復する製品やサービスの創造・提供に関する価値

提案。

資本フロー・
資金調達

自然へのポジティブインパクトや、ネガティブインパクトの緩和に関連する、資本市場、より

良い金融条件、または金融商品へのアクセス。

評判資本
社会への結果的な影響やステークホルダーのエンゲージメントを含め、企業の実際または

認識される自然への影響に対する評判の変化。

サステナビリティ
パフォーマンス

天然資源の
持続可能な
利用

天然資源の、リサイクル、再生、再利用可能なもの、および／または倫理的に責任をもって

調達されたオーガニックな投入物への置換。

生態系の保護・
修復・再生

生息地や生態系の保護、再生、修復を支援する活動（組織の直接的な管理下にある

地域と管理下にない地域の両方を含む）。

出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳
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自然関連の機会とはどういうことか

ビジネスモデルとバリューチェーン

インパクト
ドライバー

外部の
変化要因

自然の状態

環境資産

状態の変化

生態系
サービス

フローの変化

自然関連
リスク

①機会
他の組織、
社会、自然

依存径路 依存径路 依存径路

インパクト径路
緩
和

移
行

②自然関連の機会
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４つの柱と開示提言

TCFDを踏襲しつつ、自然関連の課題に固有の開示項目を追加。
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ガバナンス

A) 自然関連の依存、インパクト、
リスク、機会に関する取締役会
の監督について説明する。

B) 自然関連の依存、インパクト、
リスク、機会の評価と管理に
おける経営者の役割について
説明する。

C) 組織の自然関連の依存、イン
パクト、リスク、機会の評価・対
応における、先住民族、地域コ
ミュニティ、影響を受けるまたは
その他のステークホルダーに関
連する、組織の人権方針、エン
ゲージメント活動、取締役会の
監督と管理について説明する。

自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会に関する組織のガバナ
ンスを開示する。

戦略

A) 組織が短期、中期、長期にわたっ
て特定した、自然関連の依存、
インパクト、リスク、機会について
説明する。

B) 自然関連の依存、インパクト、
リスクと機会が、組織のビジネス
モデル、バリューチェーン、戦略、
財 務 計 画 に 与 え る 影 響
（effect）を、実施する移行計画
や分析とともに説明する。

C) 自然関連のリスクと機会に対する
組織の戦略のレジリエンスについて、
さまざまなシナリオを考慮して説明
する。

D) 組織の直接操業や、可能な場合
上流・下流のバリューチェーンに
おける、優先ロケーションのクライ
テリアに当てはまる資産や活動の
場所を説明する。

自然関連の依存、インパクト、リスク、
機会が、組織のビジネスモデル、戦
略、財務計画に与える影響
（effect）を、その情報が重要であ
る場合に開示する。

リスクとインパクトの管理

A) (ⅰ)組織の、直接操業における、自然
関連の依存、インパクト、リスク、機会を
特定・評価し優先順位付けするためのプロ
セスを説明する。

A）(ⅱ) 組織の、上流・下流バリューチェーンに
おける、自然関連の依存、インパクト、リスク、
機会を特定・評価し優先順位付けするため
のプロセスを説明する。

B）自然関連の依存、インパクト、リスク、機会
を管理するための組織のプロセスについて説
明する。

C）自然関連リスクの特定、評価、優先順位
付け、モニタリングのプロセスが、組織全体の
リスク管理プロセスにどのように統合・反映さ
れるかを説明する。

組織が、自然関連の依存、インパクト、リ
スク、機会を特定、評価、優先順位付け、
モニタリングするために使用しているプロセス
を開示する。

指標と目標

重要な自然関連の依存、イン
パクト、リスク、機会を評価・管
理するために使用される測定
指標とターゲットを開示する。

A) 組織が戦略およびリスク管理
プロセスに沿って、重要な
自然関連リスクと機会を評価
し、管理するために使用して
いる測定指標を開示する。

B) 自然への依存とインパクトを
評価し、管理するために組織
が使用する測定指標を開示
する。

C) 組織が自然関連の依存、
インパクト、リスク、機会を
管理するために使用している
ターゲットやゴール、およびそれ
に対するパフォーマンスを説明
する。

「自然」に対応するためにTCFD
から改訂した項目

「自然」のための固有の追加項目 出典：TNFDV1.0よりMS&ADインターリスク総研仮訳Copyright© MS&AD Insurance Group Holdings, Inc., All rights reserved.
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ＬＥＡＰプロセスについて
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優先地域の考え方

戦略D）で開示が推奨されている「優先地域」は、「要注意地域」「重要地域」から構成される
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要注意地域とは



開示指標
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中核指標は、自社に関連するものはすべて開示することが強く推奨されているもの。

出典：TNFD v1.0をもとにMS&ADインターリスク総研作成

指標

Metrics
評価指標

Assessment Metrics

⇒LEAPの各段階での
評価のための指標

開示指標
Disclosure Metrics

⇒開示対象

中核指標

追加指標

グローバル中核指標

セクター中核指標

自社のビジネスモデルやセクターに関連する

ものは全て開示することが強く推奨
（comply or explain）

優先セクターにおけるセクター特有の
指標

◼ TNFDにおける指標の分類

L: 優先ロケーションの特定に使用する指標

E: 依存とインパクトの評価指標

A: リスク・機会の評価指標

P: レスポンス（対策）指標

Copyright© MS&AD Insurance Group Holdings, Inc., All rights reserved.



グローバル中核指標（依存・インパクト）①

19

気候変動 GHG排出量 ISSBを参照

陸・淡水・
海洋の利用
変化

C1.0
合計の空間的
フットプリント

合計の空間的フットプリント（km2）
・組織によって管理されている合計面積（km2）
・改変した（disturbed）合計面積
・再生・復元した面積（km2）

C1.1
優先生態系における陸・
淡水・海洋の変化

陸・淡水・海洋の利用変化の規模（km2）
（生態系のタイプ別、事業活動別）
保全・復元した陸・淡水・海洋の面積（km2）
（ボランタリーなもの／規制などで要求されているもの）

汚染物質・
汚染物質
除去

C2.0
土壌に放出された汚染
物質の種類別総量

土壌に放出された汚染物質の種類別総量（t）

C2.1 排水量
排水量（総量、淡水、その他）
（排水中の主要汚染物質の濃度、関連がある場合は水温を含む）

C2.2 廃棄物の発生・処分

・発生した廃棄物・有害廃棄物の重量（種類別）（t）
・以下に分類した廃棄物・有害廃棄物の量
ー焼却処分したもの ー埋立されたもの ーその他
・埋立から転換された量
ー再利用 －リサイクル ーその他のリカバリー方法

C2.3 プラスチック汚染
使用または販売したプラスチックの重量（t）（原料別に）
プラスチック容器について、再利用可能・コンポスト可能・技術的に
リサイクル可能・実用的に大規模にリサイクル可能なものの割合（%）

C2.4
非GHG大気汚染物質
総量

タイプ別の非GHG大気汚染物質の総量（t）
・PM ・NOX ・VOCs ・SOX ・アンモニア

出典：TNFD v1.0をもとにMS&ADインターリスク総研作成
Copyright© MS&AD Insurance Group Holdings, Inc., All rights reserved.
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出典：TNFD v1.0をもとにMS&ADインターリスク総研作成

資源利用・
再生

C3.0
水枯渇地域からの取水・
消費

水が枯渇している地域からの総取水・消費量（m3）

（水源の特定を含む）

C3.1
陸・海・淡水から調達する
高リスク自然コモディティの
量

陸・海・淡水から調達する高リスク自然コモディティの種類別量

（t）（自然コモディティに占める割合も含む）

持続可能な管理計画または認証プログラムのもとで調達されている

高リスク自然コモディティの量（t）

（高リスク自然コモディティに占める割合も含む）

侵略的外
来種その他

C4.0
偶発的な侵略的外来種
の導入に対する 対策
（仮）

高リスク活動のうち、侵略的外来種の偶発的な導入を防ぐための

適した方法を取っているものの割合

または、低リスクとされた活動の割合

自然の状態 C5.0
生態系の状態／種の
絶滅リスク（仮）

自然の状態に関する指標を開示することを選択する組織は、

以下のインディケーターを使用することを推奨。

（具体的指標は検討中）

・生態系のタイプ、事業のタイプ別に、生態系の状態のレベル

・種の絶滅リスク

Copyright© MS&AD Insurance Group Holdings, Inc., All rights reserved.
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リスク

C7.0
自然関連の移行リスクに対し脆弱と評価される資産、負債、収支の金額
（総額および全体に占める割合）

C7.1
自然関連の物理的リスクに対し脆弱と評価される資産、負債、収支の金額
（総額および全体に占める割合）

C7.2
自然関連のネガティブなインパクトによる、その年に受けた重大な罰金・罰則や訴訟行動の金額
と説明

機会
C7.3

自然関連機会に向けられる資本的支出、投融資の金額
（機会のタイプ別に）

C7.4
自然に対しポジティブなインパクトをもたらす製品・サービスからの収益の増加または割合
（インパクトに関する説明を含む）

出典：TNFD v1.0をもとにMS&ADインターリスク総研作成

金融のグローバル中核指標

Copyright© MS&AD Insurance Group Holdings, Inc., All rights reserved.

■ 重要な自然関連の依存とインパクトがあると定義されたセクターへのエクスポージャー

■ 生物多様性の観点で重要性が高い要注意地域で事業を行う企業へのエクスポージャー


